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⑥当初の研究目的（交付申請書に記載した研究目的を簡潔に記入してください。）  
 
 IGBP（地球圏生物圏国際協同研究計画）と IHDP（地球環境変化の人間社会的側面に関する国際研究計画）

は 1996 年に共同で LUCC（土地利用・土地被覆変化国際研究計画）を発足させた。本研究の目的は、一言で

言うならばこの LUCC への貢献である。より具体的には、LUCC の３つの研究フォーカスのうちフォーカス

１(土地利用ダイナミクス－事例比較分析：体系的に選択されたケーススタディ地域を詳細に調査することによ

り、土地利用・土地被覆変化の実態把握とメカニズムの解明を行う)を中心に据えつつ、日本と中国を対象に、

環境問題や食糧問題等の解決、土地利用計画にも役立つような、応用と政策も重視した比較研究を実施するこ

とである。日中の比較は、両者に対する理解を個別に深めるだけでなく、異種地域間の見えにくい関係を焙り

出す上でも効果がある。従前の研究から、日本と中国における土地利用変化とそれに関連する問題には、時間

的なずれはあるものの、多くの共通性が存在することがわかっており、比較研究は中国の土地利用変化の理解

と将来予測において大いに役立つ。研究は日本と中国にそれぞれ５箇所程度ケーススタディ地域を設定し、そ

れぞれの地域および全国を対象に、LUCC に関する情報ベースの開発、土地利用・土地被覆変化の構造分析、

環境変化・環境問題との関係の解明、将来予測および問題の解決に向けた検討などを行う。 
 この研究は、申請者らが重点領域研究「近代化による環境変化の地理情報システム」をはじめとするいくつ

かのプロジェクトを通して進めてきた日本および中国における土地利用･土地被覆変化に関する研究を継承発展

させ、世界の LUCC 研究の牽引車になることを目指す。また国際的な責務を果たすため、申請者が代表を務め

る国際地理学連合土地利用・土地被覆変化研究グループ（IGU-LUCC）のシンポジウムやその他の関連団体の

主催する研究集会に積極的に関与する。 

 



 

Ｓ終了－２ 

⑦研究成果の概要（研究目的に対する研究成果を必要に応じて図表等を用いながら、簡潔に記入してください。）  

 
１）IGU-LUCC の活動その他を通じた LUCC への全般的貢献 
ア）研究代表者の IGU-LUCC 議長としての貢献：CJLUC (本プロジェクト) の期間を含む 8 年間議長を務め、

約 50 ヶ国 300 名のメンバーを、CJLUC の研究成果を活かしつつリードした。 
イ）LUCC 関連図書の刊行および刊行支援：主なものとしては、Atlas－Land Use/Cover Changes in Selected 

Regions in the World Vol.1,2,3,4 (Himiyama et. al. ed. IGU-LUCC); Our Earth’s Changing Land – An 
Encyclopedia of Land-Use and Land-Cover Change (Geist ed. Greenwood Press); Land Use and Cover 
Change (Himiyama et. al. ed., Science Publishers); Land-use Changes in Comparative Perspective 
(Himiyama et. al. ed., Science Publishers); Understanding Land-use and Land-cover Change in Global 
and Regional Context (Himiyama et. al. ed., Science Publishers)、本プロジェクトの年次研究報告

書 ”China-Japan Comparative Study of Land Use/Cover Changes Vol. I, II, III, IV, V” (Himiyama ed.) 
など。 

ウ）国際会議の組織、支援および参加：主なものとしては、毎年開催の IGU-LUCC 国際シンポジウムの組織

と研究発表、IHDP Open Meeting、国際地理学会議等の大規模国際会議における LUCC 関連セッションの

組織と研究発表、CJLUC Winter Workshop の毎年開催など。 
エ）講演等：中国をはじめ世界各地で CJLUC の成果を基にした基調講演や特別講演を実施。 
オ）国際プログラムの具体化への関与と評価：LUCC Implementation Plan, GLP (Global Land Project) Science 

Plan 等への貢献、APN (Asia Pacific Network for Global Change Research) の LUCC 担当評価委員など。 
  
２）LUCC 情報ベースの開発と利用 
ア）各都道府県が 1980 年から毎年作成している「土地利用動向調査」報告書の LUCC 関連項目の大半をデジ

タル化し、分析した。 
イ）DID(人口稠密地区)統計、農業統計その他の官製統計をデジタル化し、分析した。一部既成データセット

を使用。 
ウ）最新の 5 万分 1 地形図と 2.5 万分 1 地形図計数百枚を土地利用種別に色分けした後デジタル化し、既に作

成済みの古い地形図に基づく土地利用デジタルデータと併せて分析した。 
エ）国土交通省が「長期遡及土地利用データの整備」事業を構想するきっかけをつくり、事業の方向づけや技

術面で協力した。 
オ）位置と日時の特定できる 2 万枚以上におよぶ現地調査の写真を整理し、分析した。 
カ）中国の各種統計書を用いて LUCC 関連統計のデジタル化と分析を進めた。 
キ）日本が戦前中国で作った 5 万分 1 地形図 200 枚余りを基に 1930 年頃の土地利用をデジタル化した。また

中国城市地図集により数十都市の 1980 年頃の土地利用をデジタル化し、衛星画像データも取り込み、中国

都市化研究のための情報ベースの作成と分析を進めた。 
 
３）研究により得られた主な知見 
ア）都市化：都市化は都市周辺の農地を蚕食するが、両国とも農地開発を助長している面も強い。中国の都市

の 1990 年代の年拡大率は日本の高度経済成長期の約 2 倍にも達する。都市化の中で最も減っているのは両

国とも耕地ではなく荒地、湿地、放牧地などの低利用地であるが、環境保全上問題になっている所が多い。 
イ）農業的土地利用の変化：日本では 1980 年代後半のバブル期以降農地造成面積が農地の都市的利用への転

用面積を下回っている。近年は耕作放棄地も右肩上がりで増えており、農地だけでなくそれを支える農村も

衰退傾向を強めている。地震や洪水などの災害がそれを加速していることも確認された。日本では高度経済

成長期に農地は減少していないが、中国がそのモデルに従うか、あるいはバブル期モデルに早期に移行し農

地を減らすかは予断できない。中国の米生産に関しては、日本からの稲作技術の移転が東北部を中心に著し

い水田の拡大をもたらしたこと、南部の多期作地域で社会経済的理由や水資源不足から多期作が減少してい

ることなどが確認された。水不足と農産物価格の低迷は中国農業のアキレス腱になりつつある。 
ウ）森林の変化：中国では戦前・戦中、大躍進期、文化大革命期に森林が荒廃したが、その後管理がしっかり

と行われるようになり、かなり状態は改善している。しかし急速に伸びる木材需要や改善の兆しの見えない

大気汚染、無理な農地開発などによる影響が懸念される。信頼できるデータが少ないのも問題である。 
エ）土地利用・土地被覆変化の理解に向けて：LUCC ではモデル開発に異常なまでの期待がかけられたが、土

地利用変化の実態や背景への理解不足、情報ベース整備の遅れ、他分野で開発されたモデルへの過度の依存

などのため、充分な成果をあげていない。本プロジェクトは詳細かつ広域にわたる現地調査と、統計や地図

等の分析に支えられた地域間比較により、両国の土地利用変化における共通性や差異、タイムラグ等を見出

しており、日本についての詳しい研究が中国の現在を理解し将来を予測する上で非常に役立つことを示した。 
 

 



 

Ｓ終了－３ 

⑧特記事項（この研究において得られた独創性・新規性を格段に発展させる結果あるいは可能性、新たな知見、当該研究分野及び関連

研究分野への影響等、特記すべき事項があれば記入してください。） 
 
１．土地利用・土地被覆変化研究において変化の実態と背景を正確に把握することの大切さが再確認できた。

ここで言う正確さには①数量的・位置的正確さ、②内容的適切さ、③観察スケールの妥当性などが含まれる。

いずれも一見当たり前に思われるものばかりであるが、LUCC 研究において軽視される傾向があった。中国の

場合特にデータや資料の制約、現地調査における制約などがあり、数量的・位置的に正確な把握は容易ではな

い。内容的適切さの障害は土地利用・土地被覆変化についての理解不足、データ分析の不十分さ、専門性や地

域的偏見に基づく先入観や無理解などである。観察スケールや地域単位の問題は地理学ではよく知られている

が、他分野では知らない人も多い。本研究では上の 3 点を実現するため、次の点に力を入れた： 
① 数量的・位置的正確さ＞＞統計、地図、衛星画像等の資料をよく吟味し、多用した。また広域にわたる詳

細な現地調査を精力的に行い、GPS、カメラ、レコーダー等を用いて正確な記録をとることに努めた。 
② 内容的適切さ＞＞中国の調査は日中混成チームにより行ない、現地では野外における聞き取りと車窓観察

を重視し、実態の正確な把握に努めた。また自前の情報ベースを活用し、変化の背景や傾向をあぶり出すこと

に努めた。国際会議や印刷物等で頻繁に研究報告をし議論したことも有意義だった。 
③ 観察スケールの妥当性＞＞特定のスケールにとらわれることのないよう、マルチスケールの観察・分析を

心がけた。広域を GPS、土地利用図等を装備した車で調査したのは、狭域と広域の理解をつなぐ上で有効であ

った。中国を扱う際の地区単位として、県と省の間に「土地利用環境地域」をとることの意義を示した。 
 
２．広域 LUCC 調査手法を開発した。当初プロジェクトメンバーのほとんどが車窓観察とカメラやレコーダー

を用いた現地記録の重要さを認識していなかったが、次第に認識が高まり、写真を撮りやすい席を奪いあうま

でになった。コンピュータの軽量化、バッテリーの性能の向上、GPS/GIS ソフトの進歩と無料化、衛星画像の

無料化などにも助けられ、車中でリアルタイムで衛星画像や地図に現在地を表示し土地利用を確認したり、写

真撮影や聞き取りをした場所をマーキングすることができるようになった。車窓からの写真撮影は、貴重な記

録を残すだけでなく、車窓観察の質と密度を著しく向上させた。またレコーダーの使用は、移動中の記録情報

量をフィールドノートに比べ大幅に増やした。 
 
３．LUCC 研究の振興に向けて。LUCC は自然系中心の国際環境研究計画である IGBP と人文社会系中心（の

はず）の IHDP が共同で作ったことでもわかるように、自然科学と人文社会科学が連携して遂行すべきプログ

ラムである。本基盤研究はそのような総合性を基本にしつつ、どちらかと言えば人文社会科学的側面に重心を

おいて実施された。しかし地球環境研究における自然科学の比重の大きさを反映してか、LUCC においても、

人文社会科学的側面は全般に軽視される傾向が強かった。それは LUCC が当初、都市化の重要さを認識してい

なかったことによく表れている。そのような中で本基盤研究が採択され、予想以上の成果をあげえたことは、

LUCC にとってのみならず、地球環境変化研究全般にとってもよいことであったと思われる。土地利用・土地

被覆変化は、それ自体が人々に大きな直接的な影響を与える環境変化であるだけでなく、大気、水、食料生産、

物質循環などを介しての間接的影響も大変大きい。しかし環境変化の要ともいえるこの土地利用・土地被覆変

化の研究に投入されるマンパワーや研究費のウェイトは、わが国においてはこれまで大変低かったと言わざる

をえない。これは日本国内において土地利用・土地被覆変化の重要性が充分理解されてないことにも起因する

ので、今後は日本語での情報発信にも力をいれ、LUCC 研究に対する国内での理解を高めたいと考えている。 
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⑨研究成果の発表状況（この研究費による成果の発表に限り、学術誌等に発表した論文（掲載が確定しているものを含む。）の全

著者名、論文名、学協会誌名、巻（号）、最初と最後のページ､発表年（西暦）、及び国際会議、学会、特

許等の発表状況について記入してください。なお、代表的な論文３件に○を、また研究代表者に下線を付し

てください。） 
代表者論文 
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Himiyama, Y., H. Nakano, M. Kanno (2002): On the Analytical Method of 1:1,000,000 Land Use Map of 
China based on Image Processing. Reports of the Taisetsuzan Institute of Science, No. 36, pp.99-106. 
Himiyama, Y. ed. (2002): China-Japan Comparative Study of Land Use/Cover Changes (I). CJLUC Project 
Office, 173 pp. 
Himiyama, Y. (2002): Land Use/Cover Change Studies in the Period of Globalization. in “Land Use/Cover 
Changes in the Period of Globalization” (eds. I. Bicik, P. Chromy, V. Jancak, H. Janu, Charles University), 
pp. 5-15. 
Himiyama, Y., M. Hwang, T. Ichinose eds. (2002): Land-use Changes in Comparative Perspective. Science 
Publishers, Enfield, USA, 262 pp. 
Himiyama, Y. (2002): Land-Use Change and Regional Development in Hokkaido. in “Land-use Changes in 
Comparative Perspective” (Himiyama, Y., M. Hwang, T. Ichinose eds., Science Publishers, Enfield, USA), 
pp.221-239.  
Himiyama, Y., A. Mather, I. Bicik, E. V. Milanova eds. (2002): Land Use/Cover Changes in Selected 
Regions in the World Volume II, IGU-LUCC, 76pp. 
Himiyama, Y. (2002): Towards Better Understanding of Land Use Changes in Japan. In Proceedings of 
“Advanced Training Workshop on Land Use and Land Cover Change Study” organized by SARCS, 
National Central University of Taiwan, National Taiwan University and SEARRIN, pp. 402-424. 
Himiyama, Y., Y. Morishita (2003): Urbanization in Japan since 1960 viewed from the DID Statistics. Ｒ
Reports of the Taisetsuzan Institute of Science, No. 37, pp.37-52. 
Himiyama, Y. ed. (2003): China-Japan Comparative Study of Land Use/Cover Changes (II). CJLUC 
Project Office, 198 pp. 
Himiyama, Y. (2003): Ishikari Plain LUCC Excursion in 2002. In China-Japan Comparative Study of 
Land Use/Cover Changes (II) (ed. Himiyama, Y., CJLUC Project Office), pp. 143-146. 
Himiyama, Y. (2003): North China Plain LUCC Excursion in 2002. In China-Japan Comparative Study of 
Land Use/Cover Changes (II) (ed. Himiyama, Y., CJLUC Project Office), pp. 155-164. 
Himiyama, Y. (2003): Ishikawa Prefecture LUCC Excursion in 2002. In China-Japan Comparative Study 
of Land Use/Cover Changes (II) (ed. Himiyama, Y., CJLUC Project Office), pp. 187-192. 
Himiyama, Y., N. Shintani, K. Takahashi (2004): The Trend of Conversion of Agricultural Land in Japan 
since 1980. Reports of the Taisetsuzan Institute of Science, No. 38, pp.43-52. 
○Himiyama, Y. (2004): The Trend, Mechanism and Impact of Urban Expansion in Japan. Reports of the 

Taisetsuzan Institute of Science, No. 38, pp.53-60. 
Himiyama, Y. ed. (2004): China-Japan Comparative Study of Land Use/Cover Changes (III). CJLUC 
Project Office, 215 pp. 
Himiyama, Y. (2004.8.11): A Regional Comparison of Land Use and Rural Sustainability in Japan and 
China. In Proceedings of “IGU-LUCC 2004 on Land Use and Rural Sustainability”, University of 
Aberdeen, Aberdeen, Scotland, organized by IGU-LUCC, pp.77-82.  
Himiyama, Y. (2004.8.18): The Significance and Prospect of the IGU-LUCC Atlas of Land Use/Cover 
Changes. in IGC UK 2004 Glasgow, Scottish Exhibition and Conference Centre, Glasgow, UK, organized 
by IGU, proceedings on conference web. 
○ Himiyama, Y. (2004): Achievements and Tasks of Research on Land-use Change in China. 

Geographical Review of Japan, Vol. 77, No. 12, pp.783-799.  
氷見山幸夫・氷見山清子 (2005): 5 万分１地形図でみる新潟県の 20 世紀の土地利用．北海道教育大学大雪山自

然教育研究施設研究報告，第 39 号，pp.58-68. 
Himiyama, Y. , N. Asakawa (2005): The Trend of Land Transactions for Different Purposes in Japan since 
1980. Reports of the Taisetsuzan Institute of Science, No. 39, pp.69-82. 
Himiyama, Y. (2005): A Regional Comparison of Land Use and Rural Sustainability in Japan and China. 
Reports of the Taisetsuzan Institute of Science, No. 39, pp.83-90. 
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⑨研究成果の発表状況（続き）（この研究費による成果の発表に限り、学術誌等に発表した論文（掲載が確定しているものを含
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